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放鳥から20年 コウノトリ

A： 円山川（兵庫県豊岡市）に集まった
　　コウノトリ

B： 兵庫県立コウノトリの郷公園による
　　試験放鳥

C： 神奈川県に飛来した栃木県生まれ
　　の個体

A・B： 兵庫県立コウノトリの郷公園提供
C： 重永明生 撮影

 か とう

加藤 ゆき（学芸員）

　近年、神奈川県をはじめ日本各地で

コウノトリの観察記録が増えています。

これらの多くは、兵庫県が野生復帰計画

に基づき放鳥した個体やその子孫です。

実は日本の在来個体群は1971年に野生

絶滅をしています。イネを踏み荒らす

害鳥として駆除されたことに加え、森林

伐採による営
えいそうぼく

巣木の減少や農薬に含ま

れる水銀の影響が大きかったようです。

　 最後まで個体群が残っていた但
た じ ま

馬

地方では、1958年に官民共同の『こうの

鳥保護協賛会』を設立、営巣木に代わる

人工巣
す と う

塔の設置や生息環境の復元等

の保護活動を行いました。1965年には

人工飼育を始め、2005年から飼育下で増

えた個体の試験放鳥を進めてきました。

　現在では、但馬地方をはじめ関東や

九州でも繁殖し、野外での生息数は

500羽を超えました。ほぼ全ての個体に

識別用の足輪が装着され、その由来は

兵庫県立コウノトリの郷公園のウェブサ

イトで公開されています。皆さんの近く

にコウノトリが訪れた時には、どの個体が

やってきたのか確認してみてください。
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